




真珠貝養殖に関する諸問題※

太 田 繁

(間立真珠研究所・養殖研究室)

近年の英j英湾における真珠養殖量の増加は漁場の狭協を来し、遂に養殖漁場

の老朽現象が目立つ様な結果となり、余儀なく養殖期聞は延長され更に異常緊

死現象さえ現われる様になって来た。

この様なことも原因して一部業者・は県外に漁場を求めて進出する様にもなっ

たが、他方受入れ側でもこれに刺戟され且つは沿岸漁業不振の打開策の一環と

して新しい産業を育成すべく積極的な;吉、欲を持つ様になって来た。この様な新

しい事態のため未だその漁場の調査・試験が不充分なままに三重県に於ける現

行の養殖方法がそのまま移入されている傾向があるO この事は霞接的にも間接

的にも-~1i1先進県の技術を導入出来ると云う点において非常に結構なことでは

あるが一面においては関東・北陸から九州、!の南の果まで広く分布した各漁場に

は白からその漁場毎に特性があることであるから夫々その漁場に適した養殖方

法を構ずべきであると考えられる。

斯る観点から各漁場に於ける調査・試験研究が必要となるので取敢えずアコ

ヤガイの採苗並びに成長を主とした既往の試験研究の概略を述べ今後の参考の

便に供したいと思う。

1 採苗

母貝設殖の事業に計画性を持たせ又一面において優良母貝を養成するために

は採市が必要であると云うことは今更説明するまでもないが、この採首に関す

る調査・試験に当って予備知識として必要と思われる事項にはおよそ次の様な

項目が考えられる。

1. 産卵誘発の環境要因

アコヤガイも一般の二枚貝と同様にその生殖奈が如何によく発育成熟してい

ても産卵を誘発する環境の要因なり、内部的の抑制作用を緩和する作用がなけ

れば産卵・放精が行われないことは既に実験的にも証明され又自然朕態におい

※ 真珠養殖関係事務連絡協議会及び研究会講演
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ても観察されている。

産卵を誘発する環境要因としては水温・比重.PH等が単独に或は複合作用と

して考えられているが、これらの中で水温の作用が特に重視され、産卵に必要

な水温 1)2)3)は大体22-250Cとされている。

2. アコヤガイの産卵期

アコヤガイの産卵期 1)2)3)4)めは6月乃至9月で、盛期は7月-8月上匂とさ

れている。これらは主として三重県の漁場で行われた調査・研究により報告

されたもので忘るが、現在真珠養殖の行われている各地においても当限るもの

である。しかし産卵開始時期は地域により多少異なり、例えば広島・佐賀・;長

崎では例年三重県に比べ幾分遅れる傾向があるO 前項で述べた如く産卵と71<.混

とは密接な関係があるが必ずしも産卵の臨界水温に竿く達した地域なり年が産

卵が早いとは限らないこともあるO これは他の二枚貝と同様に産卵を誘発する

環境要因は単一でない場合が多く、しかも戎る程度急激に変化することがアコ

ヤガイの場合にも必要であるが更に生殖素が成熟の扶態になるまでの環境条件

と、既にこの朕態になってから産卵の誘発となる環境要因の変化の起り易い機

会の遅速によっても左右されるためと考えられる。なお産卵期と環境要因とに

関連して生態品種と云うことも考えられなくもないがこれに就いては現在のと

ころ明らかにされていない。以上の他に越冬期間中の水温6)とか産卵期前の養

殖方法も関係するからこれらの母貝の量によっては産卵期に幾分遅速を来すか

も知れないと云うことも考えられなくもない。

さて前記産卵を誘発すると考えられる要因の各地の漁場における変化の;伏態

は必ずしも同じ様な変化を呈するものではなく、各漁場により夫々特性がある

と考えられるから水温に限らず各漁場毎にその漁場における産卵と最も密接な

要閣を検討してそれに重点をおくとか或は環境要因の複合した変化の生じ易い

潮汐や気象条件等を産卵予想の目安とした方が容易な場合が多い。

3. 浮滋仔貝の成長度

小林、結城等 7)8)9)4) の人工餌習の実験によると授精卵は約24時間で D~l. 仔

虫(殻長72.6::!::0. 03μ ×殻高58.3::!::0. 07μ)に、 7-10臼後に初期殻頂膨出期

(穀長100-110μ ×殻高90-100μ)となり、これより急に成長度を増し17日

自に附着変態期に達しているが附着産前の大きさは原殻の測定により殻長214.

52::!:: 1. 90μ ×殻高193.12::!::1.88μ としている。瀬戸口の10)同じ様な条件のもと

に於ける実験結果も1I園調に成長を遂げたものは近似の結果を得ている。しかし
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太悶旬、田中 11)が大村湾の自然状態で観察した結果は何れも部記の附着直前の

仔虫よりや L大形(原殻測定の結果(平均値)は太田一殻長247μ、田中一殻

長245μで、太田が行った浮滋仔貝の測定でも前記小林等の記載より大きい)

であった。この惹異は地域的のものか或いは発生当時の海況によるものかは不

明であるが、何れにしても自然吠態のもとでは初期 D型仔虫を認めてから附着

までの期間はその時の水温にもよるが前記実験とほ V同じ水温であればこの実

験で得た期間より幾分捜かく見た方が安全と考えられる。

4 i手滋仔貝の識別

採荷に当って場所、時期、採荷器の垂下深度の選定が的確でなければならぬ

ことは云うまでもないことであるが、これには浮滋仔員の発生欣況を綿密に

(浮波仔員の濃密な水塊とそうでない水塊とハツキリ区別出来る場合があるの

で水王子分布については特に)調査せねばならぬ。このためには浮瀧仔貝を正確

にしかも迅速に識別出来ることが大切で応る。

アコヤガイの浮波仔貝の外部形態については宮崎町、小林等9)、結城4)、太

田町、田中 11)の報告があるが殺や軟体部の色彩、幼歯に比較的に明瞭な特徴が

現われるから識別に当ってこの点に注意すれば容易である。

5. 附着器の設置時期及び垂下深度

i手瀞{子貝の出現状況は産卵のj伏況、産卵後の海況に著しく影響されるから附

清器の設置時期は飽迄も浮世在仔貝の出現朕況によって決定さるべきものである

が種々の条件を考慮して後期殻頂勝出期に達したものが相当程度出現した時期

を一応の臼安とすれば大体安全と考えられる。なお漁場によって条件は異るが

アコヤガイの浮瀦{子貝の出現時期にブヂツボ、カキ、ホトトギス等の附着期の

幼生が多数出現し、アコヤガイの附着が妨げられることがある。このため採市

器の設置時期や垂下深度については慎重に考慮するのが普通であるが、もしも

其の漁場における経験が浅く、安全度を第一とするならばこれらの幼生の出現

吠況に関係なくアコヤガイの浮世彦{子貝の出現服況に応じて決定することも大切

である。

アコヤガイの浮世産{子貝が概して表層(O.5-2.5m)に多いことは各県水産試

験場の試験結果でも一致している。しかしこの層に垂下した採苗器でも成績に

大きな聞きがあるのが普通である。三重県水産試験場の報告 13)によればアコア

ガイの浮波仔貝は垂直移動が認められるとのことであるが水深3m以浅の浅い

漁場でもまE下深度により附着成績に大きな差があるのは他の条件が主に原因し
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ているものと考えられる。そしてそれらの原因として一応考えられるものに波

浪、淡水の流入、水温、践賀、潮流等の影響があるがこれらはその漁場を特性

づけるものであるからその漁場に適した層に垂下することが大切である。

6. 採苦の豊凶

採苗の豊凶には大きく分けて3つの原因が考えられる。

先ず第ーは産卵量(しかも健全な卵の)そのものが少い場合で、第二には死

亡率を支配する環境の抵抗があり、第三には海、気象条件と附蒼のチャンスの

問題である。

第一の産卵量は成貝の棲息量が関係することは勿論であるがこの他に自然環

境や人為的な養殖方法に因る産卵前の母貝の健康状態とか産卵期における遇麗

な産卵誘発の刺戟がない;場合であり、第二の1場合はしばしば経験する津波仔貝

の出現期間や附若期間中の台風 14)や豪雨 15)、更にこれに伴う水温の急変とか水

識が例年に比べ低自に経過した場合で、第三は浮瀞仔貝は出現しているが分散

して採首の封象になる程の密度にならない場合とか又は潮向や風向3)により濃

密群が採首場に浮漉して来ない場合等である。

しかし乍ら何れにしても現在のところ浮波仔貝の坐理生態に関する研究が極

めて之しく不明の点があまりにも多く今後野外並びに室内の実験によるこの方

面の研究が大いに要望されるところである。

7. 附着器の種類と稚貝の成長度

附蒼器の材料としては主として杉葉、パーム繊維、貝殻、網地(最近は樹脂

加工した試験品もある)が使用されているが材料によって附蒼数や附活後の成

長度に差が認められ、又経済的な面も考躍に入れると犬々一長一短があるO

これに関しては三重県水産試験場を始め各県水産試験場や宮村1)、太田町等の報

告があるので詳細は省略するが貝殻を採苦器の材料として使用する場合には他

の材料を使用する場合に比べてカキ、フヂツボ、ナミマガジワが特に附悲しや

すいからこれら幼生の発生の多い漁場では採苗器の設置時期、垂下深度の選定

には慎重を期す必要のある場合もある。

2 育 成

1. 稚員、若年貝

真珠養殖において挿核施術の際に貝に膨みのあるものが望ましいことは既に

周知の通りである。母貝に限らず稚貝においてもその外部形態は産地により
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16)17)18)19)、又天然貝か採11?貝かによって一応差異が認められる。しかし乍らこ

れらの条itが外部形態の変異に及ぼす影響が決定的のものかどうかと云う点に

就いてはなお研究の余地があるが、少くともこれらの条件よりも養殖方法によ

る影響の方がより大きいと考えられるの 17)。特に外部形態の地域差は稚貝、

ほ良の移殖が蟻んに行われる近年に於ては一層この感が強い。

l折る見地から優良なほ貝を得るには穂市の産地と云う点よりも成長の最も伍

瀧なステーヂ、即ち稚貝期、若年期の育成の良否がより重要な鍵となる。稚

只、 A:ifド貝の育成に関しては三重、神奈川その他各県水産試験場の報告や山口

2旬、官付1)、本間 21) の報告、解説があるのでこ Lでは割愛し、参考のため二、

三の例を挙げ簡単な説明を加えておく。

(1) 採市翌年の春における稚貝の大きさは附着時期、附着器の種類、採苗後
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の管理方法等により区々

であるが、第l関は大きさ

の異なる 2つの群の成長

度を収容密度別に示した

ものである。この成長曲

線のカーブの仕方一例え

ば一番成長のよい月ーが

漁場によって異ることは

当然であるが(第2図参

照)第 l図から判ること

U工

① 各群とも月毎の成

長の度合は決して閉じで

はない。

② 小さい群の成長麗

は大きい群の成長度より

著しく大きいが最終的に

は撃が認められる。

と云う二つのことである

①の結果に関連のある、

試験しとては内瀬(ウイ

ゼ)漁協の青年研究クラ
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内瀬)が実施した試験

問があるがこの試験に

よれば成長度の最も旺盛

な期間には収容密度と成

長度とは密接な関係があ

り、成長の緩漫な期間は

殆んど関係がないとし、

成長の最も旺盛な時に収

容密度を少く(尺五の寵

に100-200匁)すること

が育成のコツであるとし

ている。

②については大玉用の

母貝として若くて大きい

貝を必要とする場合には

発生翌年の春に大きな稚

貝から育成することが必

254 5 6 7 8 ヲ 10 11 12.月 要であることが判るが、

(発生翌年1 又一面に於ては小さい稚

第2図漁場の相違による成長度の護異を示す。 貝も夏迄の成育期間中に

一一大村産大村湾一一大村産英虞湾
一一三重産大村湾 一一三重産英虞湾

註.材料:昭和30年大村、英虞湾にて採苗し向
年11月夫々れ移殖し、翌31年測定。

測定者:大村湾一太田;英虞湾ー蓮尾

急速に成長し、遅れてい

た成長を或る程度は取り

民し得る一養矯方法に適

当な手段を構ずればこの

差は更に縮まる答であるーーから宮村1)が指適している様に稚良の価格、漁場

の広さ、手持資材その他の条件によって小さい稚貝を選択する必要の生ずる場

合も考えられる。(設.発生翌年の成長期に小形のものを別扱にして収容密度を

多くしたりしておくと一層成長が遅れるのが普通であるが、これを 3年目に普

通の収容密度にした場合、その成長率こそ普通の3年貝に比べ大きいが到底標

準の大きさには達せず2年自に適当な処置をしたものとは比較にならない)。

(2) 母貝養殖が真珠養殖と同一経営体で行われる場合は前者はどうしても軽

視されがちである。優良ほ貝の必要性を痛感しながらも一般に母貝の漁場や手

入れは作業貝に比べて二次的に考えられ、施設や資材はきりつめられがちであ
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るが実際問題としてこの様な傾向はある程度止むを得ぬものと思われる。か L

る実肢のもとにおいては養殖方法の経済的な限界を求めることは大切な事で、

三重県水産試験喝の冬期における稚貝の成長度 23)や神奈川県水産試験場で実

施された収容密度と成長の関係の試験 24)等は何れも以上の見地から有益なも

のである。

なお太田、山口 25)が大村支所で行った成長度と養瓶詰の網目の問題も之れ

に類する問題であるが一般にこの方面の研究は誼ちに応用の出来るものであり

乍ら現在までのところあまり多くない。

2. 成員

発生後3年目の貝は一応挿核可能の大きさに達し、挿核f司の母貝としての

奇仕立てグの操作に重点がおかれるが、母貝の仕立ての問題は別の機会に述べ

ることにして一応大珠用の母貝として成長の面から二考えて見ることにする。

アコヤガイの年令と成長度の関係については三重県水産試験場 26)や山口町

の報告があり、又年令と殻形の変化については太田町の研究があるがこれらに

よると何れも 3-4'年後には成長度や殻形の変化の度合が急に緩漫になってく

る。このことは大珠用の母貝は成長の悪い貝や天然貝を出来るだけ避け、若く

で成長の良いものを選別して使用せねば母貝の養成期聞が;民くなり不利である

ことを示している。又ILI口 27)は母貝の年令差により真珠の斗巻きキに差があ

ることを明らかにして、以上のことを施術の面から苛接づけている。

成貝の育成に関しては養殖寵の交換や貝掃除の回数や収容密度 28) 、垂下様

式、養殖深度更に進んでは養殖宿度等究明すべき問題は沢山あるが之等につい

ての既往の研究は少く、或は全く無いものもある。しかも之等の試験研究の結

果は必ずしも普遍的なものではなく各漁場によって異るべき性質のものが多い

から各県における今後の研究が益々切望されるところである。
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真珠 養殖漁場に関する諸問題※

沢 田 保 夫

(国立真珠研究所・海洋化学研究室}

1.真珠養殖漁場の現況

三重県における真珠養殖において、漁場の利用法という面からみてみると、

真珠の成長を促進し吏に良質真珠の生産をはかるために普通化粧巻漁場(又は

仕上漁場と呼ぶ)、養成漁場、避寒漁場の三者が組み合されて運営されてい

る。化粧巻漁場としては的欠湾及び伊勢湾口海域が有名であり、避寒漁場とし

ては五ケ所以南の各湾が利用されている。更に又環境利用といった聞からも、

各地先における漁場の立体的利用が行われつ Lある。このように三重県におい

ては最近現珠漁場の綜合的且つ高度利用が盛んになってきたが他面、戦後の養

殖業は、急激に発展し、現在三重県下の漁場に浮んでいる筏数は極端に増大し

て1)この結果特に湾奥部においては、密嫡による漁場の老化現象や、アコヤガイ

の異常奨死が起ってきた。

このために三重県では、密殖を避け、真珠の品質の向上をはかるために県条

例により現在養殖筏の年次的漸減の方策を行っているが、一方真珠養殖業者の

多くが新しい漁場を求めて県外に進出してゆく傾向にある。しかしこのような

場合には、三重県における漁場の使いわけというようなことがどの県において

も直ちに実施し得るということは非常に困難なことである。これは浅海漁場の

合践的利用法に射する科学的根披が未解決なためである。又、これに加うるに

新しい真珠漁場の進出には必ず他種沿岸漁業との調整問題が生じてくる。

以上のような密嫡漁場の老化現象や、新しい真珠養殖漁場の選択に封する科

学的なうらづけに封しては、従来行われてきた海洋観測のみでは到底解決する

ことが困難であり、こ Lに新しい研究法の要求が出てくるわけである。この新

しい要求にもとづいた研究法のーっとして、当研究所では、沿岸漁業の生産'l'et
の研究一特に奇々の場合には貝類の生産性ーをとりあげている。以下この研究

の概要を述べてみる。

※ 真珠養殖関係事務連絡協議会及び研究会講演
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2. 内湾貝類漁場の特性区分とその生産性に関する研究

(之を吾々の場合は養殖海洋学と仮に呼んでいる。〉

近年沿岸漁業が非常に窮之し、之の打開に関して浅海増殖の振興が強く要求

されている。このために今迄浅海漁場の合理的且つ集約的利用の施策がいろい

ろ採られてきたのであるが、漁場の生産海洋学的特性が充分に把握されていな

いために、その利用は直観的、或は経験的なものが多く、このために充分な効

果が挙げられていない場合が多い。又アゴヤガイ等の貝類の養殖技術の進歩し

た現在において、漁場の生産性が解明されていないま Lに、生産の増大が企図

されて、その結果密殖、漁場老化或は養殖貝類の異常搾死といった問題が生じ

ているO このために各漁場の特性を究明し、最も合理的な磁の利用形態を営

むことが必要である。このように浅海漁業、特に真珠漁渇を合理的に運営する

ために各漁場の性格を明かにし、適i法適地の判定規準を椛立することが必要で

あるが、水産藤内海区水産研究所(以下内水併と呼ぶ)では早くからこの種の

研究が行われ、現在のところ貝類漁場の良否が懸濁賀と塩分量とにより戎る程

度判定出来る段階に達している。の

当研究所では三重県水産試験場と共同で内水研の積械的技助を得て、昨年よ

り真珠養殖漁場の環境諸条件について、 j怒濁質を中心とした綜合的な海洋学的

研究を行っているが、又新らたに昭和34年度予算中に農林水産技術会議でも特

に農林水産技術J振興費として、大賊省に内海区水産研究所と真珠研究所の共同

研究の形で、 「内湾貝類漁場の特性区分とその生産性に関する研究」をとりあ

げ婆求中である。

さて、このように漁場の生産性とか特性区分の研究に用いられている懸濁質

とは、貝類の生育にどのような役割を果しているかlこついて一例をあげて説明

してみよう。懸濁質が貝類漁場の生産に果す役割をよくあらわしている例に内

水研の古川、久間隔氏による研究がある①。同氏等はアサリを寵に入れていろい

ろの定密度で海水中に種々の深さの!習に吊して25日間養殖して後、成長量をiHU

した。この場合各密度各層共大体同様の成長を示したが、これを平均した値は第

l表に示す如くなった。今貝が大きく見積ってその内量の1500倍の海水を l時

第 1 表

実験開始時 終了時 王F均

貝殻の重量 (g) 

肉重量:(1050C24h) (g) 
7.9 

o. 44 

10.4 +2.5 

1.04 +0.6 

円

U
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t
ム









第2表小型懸濁質(dw)と

大型懸濁質(DW)の割合

ì~ 名 dwjD羽7 測 点

引木浦 10.90 7 
長島 湾 4. 28 11 
五ケ所湾 6.85 11 
英虞 湾 5.08 31 
的矢湾 10.48 13 

l 鳥羽湾 6.091 9 

表に示された如く、小型懸濁質の量が大型

懸濁質にくらべ、 4~llí去にも達するとい

うことを考える時、如何に小型懸濁質が貝

類の生育に重要なものであるかが想像され

よう。

更に本調査によって得た塩素量と水中日立

度測定によって得たaの値をa-Clなる表に

示してみると第3表の如きものが得られ

る。

第 3表 各湾に11ける塩素畳一(Cl)と懸濁質係数(a)による分類
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例えばa-Cl数47というのは、aが0.4-0.49でCI%oが14-15.99の場所を指す

J.lIJち第3表は横軸に塩素量(Cl鋭)をとり、縦軸に懸濁質係数(a)をとって各測

点が如何なる位地にあるかをみたものであるO この表中のa-Cl数39、49、59
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iこ属する各測点はほとんど湾口部で、現在は養娘場としては使用されていない

ので、これらを一応除外して考えると、比の研究の行われた10年頃の真珠養殖

場としては、塩素量が大体16.00-18.00訴で、野:濁賞係数 (a)が0.3-0.7の間

に存在することがわかる。表中の破線で包まれた部分は、内水研の研究による

カキの養殖坊の範囲であり、この結果よりカキの養嫡iおより哀珠の方は狭い条

件下に成立していることが判明する。又 a-C1数と養殖業者のいわゆるよい漁

場(この意味は非常に内容が複雑であり、一概に定義出来ない。)を比較して

みると、大体48(aが0.4-0.49、C1脱が16.00-17.99)が殻良のi魚、場となって

いるc 特に第3表中に98という測点があるが、これは英虞湾の湾奥部である船

越地区‘でもの測定であり、後述する立神型異常姥死の起り易い地区であること L

考え合わすと興味あることである。なお濁度測定はこの異常務死の項に紹介す

るからこ Lでは省略する。

以上の結果viSuspended matterをとり入れた哀珠漁場の特性区分の研究で

あるが、当研究所では更に一歩進めて、Suspendedmatterの各漁場における水

平的及び垂直的分布の研究や、その質的利用価値の問題について現在研究中で

ある。特にアコヤガイにおけるこれらの餌料の摂取に関連して水塊の移動とい

うことも大きな問題になるのではなかろうかと云うことが考えられる。アゴヤ

ガイにおいては 2-3年貝では、 1時間に1.5-2. 41の海水を漉過しており、こ

れを平均21として計算すると l万貝では l日に約48トンの海水を渡過している

ことになる。しかし現今の笑虞湾の例をみてみると、筏の密集がはなはだし

く、特にj湾奥部ではこのため潮流がさまたげられ、思7Kの停滞しがちな所が多

い。このようなところに夏季の異常弊死がよく発生するのであるが、このこと

は次に紹介したいと思う。

4.真珠養殖漁場における異常環境の諸問題

最近三重県下の真珠養殖漁場において、アコヤガイの異常豊富死現象が多発

し、これがいわゆる漁場の密殖或は漁場の老-化現象と結びつけられて関係者を

愛慮させている。このようなアコヤガイを含めた貝類の異常努死は三重県下の

みのものではなく、他県においても既に二三の報告がある5)6)。 特に三重県

下の場合においては、急激な真珠養殖の発展にともなう漁場の開拓や、筏数の

増大にともなって、高度の使用による漁場の老朽化や、それに加うるに密殖に

よる珠の品質の低下が起り、更に今迄あまり問題にされなかったアコヤガイの

異常持死が起っている。いうまでもなくアコヤガイの異常努死現象は単一なも

のではなくて、いくつかの型に分けて考えることが出来る。以下アコヤガイの
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異常楽死の諸事例について考えてみたいと思う。

(A) 赤潮による被害

真珠漁場の赤潮による被害については、非常に古い文献があるが、近時真珠

漁場も寵吊りとか、ナイロシ吊りの如き中層利用の養殖法に変り、或る程度赤

潮より避難しうる使をえた Lめか、最近で、は赤潮によるアコヤガイの被害はほ

とんどないというてよかろう。特に昭和30年の夏に伊勢湾より英虞湾及び更に

F誌の紀州にかけて真珠養殖漁場に拡がった赤潮は、その主体は Goniaulaxであ

り、魚貝類に多大の被害を与えたが、この時においても真珠養摘の被害はほと

んど聞かなかった。現在では赤潮による被害があるとすれば海底の天然母貝で

あり、真珠養殖では創始時代の海底利用の時代に多かったといえよう 7)自〉。

(B) 冷潮による被害

冷潮による被害は三重県下では英虞湾以北の漁場て'冬期に起る現象である。

アゴヤガイの生育適温は15-250Cであるが、水温が70CJ以下になると貝は全く

閉殻L、たとえば一つの試験例ではこの温度が58時間も続くと50%程度の搾死

が起り、 100時間を超すと全滅させることがある。即ちrcの水温はアコヤガ

イの生活に撃すする臨界水温といえよう。英虞湾以北の各湾では冬期は往々この

ような水温が継続することがあるので、最近では冬期 02月~翌年3月)には

五グ所湾以南の海域に避寒を行ってこの害を避けている。

(c)淡水の流入による被害

梅雨期や台風時期に、一度に多量の雨水や陸水が流入し、 ~lf]:の塩分濃度が阪

端にi1t下したような場合、アコヤガイの生理機能が著しく阻害され大量の警告死

を起す場合がある。 JII本氏9)によると、比重1.007の海水で、は、 38-39時間

09-210

C)でアコヤガイは閉殻能力を失い生命の危機に達するとしている。

即ち低比重の海水に封しては、援している時間が短かければ比較的安全であ

る。このことに関して片岡氏10) の研究によると、 48時間浸漬によってアコヤ

ガイの半数を奨死させるような低比重は、稚貝06.03、2年貝07.33、3年貝07.

85 、 3~三貝の施術貝で09.44という数字を出し、機端な低比重に出会った時のア

コヤガ 4の貝殻閉鎖による生命維持の可能時間は、稚貝、ほ貝では24時間、施

術員では12時間程度であるとしている。

一般に平常な場合の漁場の海水比重は24-26であるが、長時間の浸漬によっ

てアコヤガイが正常に生命を維持出来る低比重の限界は15であると考えられる

(D)夏季努死

アコヤガイ環境要因のうち最も関係の大きなものは水温であり、冬季の冷潮

による奨死と針照的に恐ろしいのが夏季奨死である。この実例の調査と苦手}策に
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ついては当研究所高山所長11) が詳細に発表されているが、その概要について

示すと、特に昭和31年英虞湾に広範翻な夏季楽死が起り、中でも施術貝に被害

が多かった(調査実例は 4~70%)。賂死率では、施術貝、卵抜き直後の貝、母

貝、稚員の)1国に被害が大きく、施術貝でも珠のサイズの大きい程被害が多いと

いう現象を示している。場所的には特に湾奥部に多いが、比較的英虞湾でも標

準となり得る多穂島臨海実験所沖2米層のこの時期の水温出現時間を示すと第

4表のごとくである。又同 2米層と 9米層の作業貝の奨死と水温との関係をみ

ると第5表の如くなる。

第 4表多徳島試験地における 2米層の

水温出現時間(自記水温言iーによる)
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C附近であると考えてよく、しかもその出現する時間の多寡が大きな

関係をもっている。すなわち、長時間にわたり(この時間の程度は未だ不明)、

このような温度が出現することが奨死を起すといえる。小林氏12)によると、ア

コヤガイの生活機能の最適混度は13~250C であり、 28
0

C 以上になると甚だし
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化水素を発生させるバクテリアを分離し、培養研究中である。)この硫化水素

は、底質中の欽化合物と結びつき硫化鉄のコロイドをつくって浮上す lる。一

方、海水中に溶け出した硫化水素は溶存酸素を消費して分解しコロイド硫黄を

形成する。この結果底層附近の海水は無i駿索状態になる。この時期には海水は

一見黒褐色にみえ(多分硫化鉄の浮上のため)るが、浮上した硫化鉄の酸化に

より次第に海の色は茶褐色に変ってゆく。

第3図立神涌緊>'1:時の観測結果 (St.2)
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第 4図 立神?需要告死待の溶存酸素及び硫化水素の分布 H2S 

-19-



b 

。
第5図立神浦弊死時の濁度の分布
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第6図 一般の漁場における濁度の垂直分布

の一例

6月12日、英虞1禽多徳島地先

6月18日、同

濁度

ι 

第 3図、第 4図、第5図は立神浦

における異常緊死の起きた時期の

測定結果で、図中のすの値は前述

の内水研 B型濁度計による濁度の

値である。第3図に於て T の値が

4~5米に異常に大きく非常な濁り

の層があることがわかるが、これ

が海水を茶褐色にみせる主原因で

あり、この濁りの主成分は分析の

結果鉄であることがわかった。海

水中の鉄は主として他の物質と結

合した形で存在するものと考えら

れるが、この濁りのなかの鉄は明

かにFreeな形で存在しているよう

であり三前述の硫化鉄より水酸化

鉄に変った微粒子であると考えら

れる。硫化水素は通常この濁りの

下層に検出されている。

以上が立神型異常艶死に関する

調査の一部を示したのであるが、
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アコヤガイの酸素歓乏に封する耐性は、森氏13)によると0.5cc/lであり、この

ように貝が急激に緊死するのは硫化水素の発生や酸素歓之による原因以外に何

かBacteria類の異常発生にともなう毒素の影響も大きいのではないかと考えら

れる。

立神浦の如き異常事室死の起る地域は、湾奥部の水深の浅い密殖地借であり、

潮のうごきも悪く、永年の使用による漁場の老化現象がさけばれている地域で

あり、発生後その回復迄には少くとも 2週間以とか L るのが常である。英E建j考

におけるこの裂の異常楽死も真珠養殖が盛になるに従って多発してきた現象で

あり、漁場の密殖や老朽化と考えあわせて他の新規漁場においても、特に考慮

しなければならない問題である。

特に三重県においてもこの問題を重視し、梶川氏が中海でおこなったよう

に5)、酸化鉄投入による底質の改良を行っているO この理論はBacteriaの発生

にともなう腐敗現象の結果生じる硫化水素を、駿化鉄の投入によっておさえ、

溶存酸素の消費を防ぐことであり、一応われわれも実験室的には成功している

が、14)未だFieldにおいて行った実例が少く、はっきりした結論は引き出されて

いない。

又三重県水産試験場においては、老朽漁場改良事業として奨死漁場の海底の

淡涼を行っているが、之も未だ事業の途中でであり詳細な結果は出ていない。

以上真珠養矯漁場の環境の問題として、漁場の生産性及び特性区分の研究の

概要と、翼珠養殖漁場におけるアコヤガイの異常事告死について述べたのである

が、これが他県における新しい漁場の発展に何らかの参考になれば幸である。
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真珠の形成及び品質※

和 田 浩 爾

(国立真珠研究所・物理E建物研究室)

1〉はしがき

冥珠は炭酸カノレVウムの薄板とゴシキオリシと呼ばれている蛋白質の膜が交

互に累積して出来ているが、その色や光沢は真珠によって各々異なっている。

また真珠を構成している炭酸カノレνワムも稜柱層真珠やνミの部分では calci

te、翼珠層真珠ではaragoniteであり、翼珠層が核の周聞に一様の速度で形成さ

れるかどうか、あるいは乙/ミの発達程度によって積々の外部形態を呈する。

そしてこれらの総ての要素が評価され商品としての価格が決定される。

アコヤガイから養殖された冥珠の構造を調べてみると、色々な層朕構造がみ

られ、また表面には結目晶の色々な形や成長模様が観察され、これらが真珠の色

及び光沢に密接な関係をもっているものと推察できる。しかしながら、このよ

うな種々なる層欣構造や結晶の成長がどのような内外の環境条件によって生ず

るかについては未だほとんど明らかにされていないばかりでなく、これらの層

や結品がどのように真珠品質に影響を及ぼしているかも不明な点が多い。この

ことを明らかにする為には戎る環境のもとに形成されている真珠の表面の結品

成長を観察すると同時に、出来上った真珠の品質と構造や成分との関係を追究

する事が大切であると思う。勿論、これら真珠が形成されるにあたっては漁場

※ 真珠養殖関係事務連絡協議会及び研究会講演
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における母貝の育成、核入れ手術及びその後の養殖管理にともなう貝の内的な

生涯吠態や周囲の自然環境条件の変動が手術後の真珠形成速度や構造に直接あ

るいは間援に影響を及ぼすものと考えられる。この点から;真珠の品質は単に核

入れ手術やその後の養殖管理に重点をおくばかりでなく、母貝の育成について

も見逃してはならない。

2〉真珠の出来るまで

養殖真珠は貝体の生殖腺内に核と共に挿入した外進膜片が増殖し、核にそっ

て形成された巽珠袋の働によってつくられる。この移殖された外恋膜片が真珠

袋を形成する速度については水温と密接に関係がある事が報告1ーおされており、

7、8、9月においては事珠袋が完全に形成されるのは大体 1週間を要する事が観

察されているO 一方、 1週間ぐらいたつと核表面に立珠袋からの分泌物が沈意

形成されてくるのが観察4) されるが、前者と L もに個体差が著しくみられる。

このように個体差が著しいのは移織した外套膜片の石灰分泌能や核との相互

位置とも密接に関係しているばかりでなく、手術前の貝の生理状態なども軽視

する事は出来ない。この哀珠袋が形成されていく過程において、その附近に遊走

細胞が沢山でて核表面に集積されたり、そのほかの組織が附差してくるが、こ

れらの有機物質が附差してくると、後に厚い殻皮閣や稜柱層の分泌がうながさ

れ、いわゆるνミや突起となってくるO しかしながら、遊走細胞がどうして集

ってくるのか、また有機物が附蒼するとその後にどうして厚い殻皮層や稜柱層

が形成されてくるかと云う事は未だ不明であり推測されているにすぎない4-9)。

即ち、介殻稜柱層の蛋白質量が真珠留のそれよりも多量である事や、実珠形

成初期に蛋白質量が多い事から、蛋白質量が多量に存在している時には炭酸カ

ルνワムが calciteに結品し稜柱!習が形成され、蛋白質量が少ない時にはarag-

onite に結晶して真珠層として発達してくるといわれている。しかし稜柱層以

上に蛋白質の多い ligamentの中の炭酸カノレV クムは aragoniteに結晶している

し10~、介殻全体がcalciteから出来ているイタヤガイ Pectenやヒオオギ Chlamys

の介殻蛋白賀量が多量であるとは決して言えない1lJ。こ Lにca1citeやaragonite

の生成条件を考慮にいれて、蛋白質が未だコロイド 7状態にある時から真珠の l

成分としてのコンキオリンに至るまでの生化学的な研究が非常に大切な事であ

る。最近においてゴシキオリンは従来考えられていたような単純な物質ではな

く幾つかの蛋白賀からなっているのではないかと考えられるに至っている12)。

これらの事が追究され原因が明らかにされることによって異常層や不良真珠の

防止を根本的に解決する事ができるであろう。
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こうして挿核後 1週間から10日を経過する頃には明らかに真珠層が形成され

てきているが、その時期の介殻真珠層上にみられる結晶に類似した成長を示す

のは大体 1ヶ月後である4)。

挿核手術後、核の大さによって異なるが、大体 l年から 3年の間養殖され

ZZ珠が出来てくるが、こうした中にも自然界には年週期という大きな波と日週

期という小さな波があり、そのほかに月の朔壊、潮汐等の週期的な変化がみら

れ、これにともなって生物体にも週期的な変化が起る事が観察されている。ま

た時期的にあるいは不定期的に出る種々なる自然環境の変化が生物体の行動や

生理欣態に影響を及ぼしている事は周知の通りである。この事はアコヤガイに

おいても例外ではなく、水温、比重、日照、その他の環境条件の変化によって

心臓の樽動、闘の織も運動、貝体のPH、外套膜の石灰分泌能、介殻の開閉運動、

生殖腺の発達やそのほかの生理に変化がもたらされるし13-24) 、 また軟体部の

グリゴーゲン、脂肪、無機成分等の日週あるいは年週変化がみられる25-28)。

こうした貝の生理朕態の変化が介殻や真珠の成長に深い関係をもっているか

ら、挿核時期や養殖管理の点から当然問題にしていくべきであろう。しかし介

殻や真珠の如き硬組織は軟体部の成長とは必ずしも一致していない。一般的に

言って秋によく成長し、冬水温が130 C以下になると石灰分泌が停止する事が

指摘されている29)。また春に冬眠から覚醒した時期の自然環境条件の変化によ

って介殻や翼珠表面に成長してくる結晶の大きさ、形及び集合状態も異なり、

屡々結晶の溶解も観察されている30)。吏に貝が衰弱してくると貝体の PHが醸

性に傾むき、溶解される。しかし回復と Lもに再び結晶してくるがその溶液の

濃度、ゴジキオリンとカノレi/'7ムの相封的な量惹等によって種々異なる構造の

層が形成されるものと忠、われる31>。勿論、漁場によって自然環境条件に差のあ

る事を当業者はよく知っており、養殖管浬上において有効に利用している。

このようにして自然環境の変化は真珠の品質に宥擦に関係してくるが、核入

れ手術における外套膜の大きさ、とる位置や挿核位置などの挿核技術32-38) や

その後の養殖管理状態によって真珠の色、光沢及び巻に差を生じてくる39--45)。

例えば、外套膜の先端が入ると多かれ少なかれi/ミが形成されるが先端に近い

部分の方が石灰分泌能力が高く、内部の方が低いし、冬期の養殖管理状態が冬

眠覚醒に影響を与えたり、また養殖方法やその垂下深震によって真珠の巻が異

なるばかりでなく、浅層に養殖すると黄色、深層に養殖するとピシク系が多く

出来る事も矢口られている。しかしこれらは総、て翼珠が形成されるまでの過程に

おける貝の内外の環境条件であって、真珠の形成にあたっている真珠袋の分泌

物やその能力に影響を与えている要素であるから、これらの環境におかれた時
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るものと思われる。また黄色系真珠には実体色がある事が指摘されている41.69)。

そのほか黒系統の真珠は主として核と真珠層の聞に存在する有機物の色70)によ

るものであって、良質の真珠は光の干渉によるものと思われる。

4) 真 珠 の色の測定

真珠の色は干渉及び実体色の雨方からくる事は以とに述べたとおりである

が、同色系統のものでも肉眼的には夫々異なっており、これには光沢が密接に

関係してきている。

こうした哀珠の色をピンク系、グリーン系、クリーム系、ブノレ一系等に別け

て分光光度計 71ー73) によって測定するといずれも特有の反射率曲線を示し、ピ

ンク系及びグ 3ーン系には著しい固有吸収が認められている(第l図、沢田保夫

氏の資料による)。
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(縦軸は反射率、横軸は波長mμ)
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国 版 Iの説明

アゴヤガイ介殻真珠層及びその養殖真珠表面にみられる結晶の成長模様(光

学顕微鏡写冥)。

1) Aragoniteに結品した炭酸カノレνクムが沢山集合して渦巻乃至同心円肢

の模様に成長している。 渦巻の中心は一番高く、周辺に遠ざかるに従って次第

に低くなる。また渦巻の中心は表面に垂誼に成長すると同時に各層ごとに水平

な方向にも成長しており、水平方向の成長が比較的均一の場合には封称、な条線

として発達するO 一般に言って、渦巻模様は成長の遅い部分や時期に多くみら

れる。x85

2) 結晶の成長模様は真珠層の部分、採集時期、員の年令及び内的な生理j伏

態の差によって異なってくる。貝体の生活力が衰えたと思われる新たに成長し

た稜柱層のみられない貝の介殻翼珠層やそれから採れた真珠の表面は腐蝕溶解

されて条線は不明瞭である。190x

図 版 E の説明

養殖真珠の表面及び断面構造(電子顕微鏡写真)。

3) ステップ;伏に累積した簿板の縁辺部に成長している約2-6μの大きさの

Aragonite結品は腐蝕されて凹凸しており、表部にも蝕孔が多数みられる。

これらの結晶の形や大きさは晶出してくる溶液の濃度や不純物の有無等によっ

て異なり.また配ヂIJ吠態も異なってくる。一方、結品聞に存在するコンキオリ

ンの量も異なってくる。2400x

4) 核表面に殻皮層が沈着し、その上に柱欣乃至犬歯I肢をした稜柱層が形成

されて後に真珠層が成長している。真珠!曹はAragoniteの薄板とゴシキオリシ

とが交互に累積して層肢を呈しており、 l層の厚さは約0.3-0.6μである。写

哀にみられるように真珠層は2つの異なった層吠構造からなり、その境には厚

いコンキオリシ層が存在している。挿核手術及び採取年月から考えて、この境

界層は冬真珠袋が分泌を停止し、春再び真珠層が成長してきた時に形成された

ものと思われる。この層朕構造の差異は休止帯を境に真珠の形成されてくる周

囲の条件が異なったためであろう。x2800
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近年になって冥珠養殖も全国的に行われる様になり、生産、輸出と

もに発展してきたが、今回、初の試みとして水産庁主催の真珠養殖関

係事務連絡協議会及び研究会が開催され、非常に有意義な報告が発表

せられたが、この会議には一般の参加は認められなかったので鰐単に

紹 介 し 資料としたい。(白井)

〈第1日〉

開会挨拶

挨拶

報告

協議事項

.6. 
コヨE 議 日

事務連絡協議会

水産庁漁業調整第二課長

三重県商工水産部長

程

1. 最近における真珠の生産、輪出版況

水産庁 本間技官

2. 各県における冥珠養殖事業の現況

(1)三重県 平賀技師

(2) 長崎県 松雪技師

(3) 愛媛県 渡辺技師

(4) 広島県 古川技師

(5) 和歌山県 藤岡技師

(6) 滋賀県 橋詰技師

3. 全国真珠養殖漁協における共販制!の現況

全国翼珠漁協 井上専務

4. 三重県における母貝養殖事業について

三重県巽珠貝漁協 脇組合長

真珠事業振興上の諮問題

議長 菊地課長

一 お ー



(第 2日〉 研究会

協議

1. 哀珠養殖技術の現況と研究上の諸問題

国立真珠研究所

2. 真珠貝養殖に関する諸問題

国立真珠研究所

3. 真珠養殖漁場に関する諸問題

国立真珠研究所

4. 巽珠の品質に関する諸問題

国立真珠研究所

5. 各県水産試験場研究発表

( 1) 真珠貝の採苗について

三重水試

(2) 真珠漁場の底質改良について

三重水試

高山所長

太田研究課長

沢田技官

和田技官

関技師

木村技師

(3) アゴヤ貝を母貝とする大型半円真珠核の挿入法と

核の材質について

徳島水試 小竹技師

(4) イケチヨクガイの人工採苗法の 2、3について

滋賀水試 水本技師

6. 化粧巻漁場としての的矢湾の性股

的矢養腐研究所 佐藤所長

真珠養殖に関する試験研究上の問題について

議長 野本場長

研究会講演要旨

真珠養殖技術の現況と研究上の諸問題

高山活夫

最近真珠の品質が低下したといわれるが、品質低下とは色、ツヤがわるくな

り、巻きが遅く、キズ、 νミ等が増大する事を言っている。巻きに関しては英

虞湾を例にとれば、従来迄1.5分核のもの迄当年揚が出きたに反し、現在では

1.1-1.2分位しか出きない。

又、優良漁場である的矢湾でも 2.0分迄のものが1.5-1. 8分しか当年揚出来
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ぬ現肢である。

他県との比較をみると

大分県入津湾………15ヶ月で真珠層は0.67~1. 09mm 

英虞湾………グ グ O. 20~0. 50mm 

の如くで、以上は密殖に大きな影響がある。

これに封する三重県業者の努力は続けられているが大きくわけで 3つの動向

がみられる。

1) 母貝

現在では100%近く養生母貝であるo

この母貝養殖技術の発展から、量的不足からは解放されているが、一面密殖

を招いた最大の原因となっているO

筏台数(国研調べ)をみると32年度に於いて

106，000台 であり内訳は

51， 0∞台…・・・…母貝、稚貝

55，000台...・H ・..作業員

であり、約半分は員筏である。それ故、もしこの筏がなければ相当密殖が防が

れたであろう。

それ故今後、母貝養殖をされる場合には考慮が必要である。

現在の傾向としては大型の貝を早く作る事が第 1目標である。乃ち、次年度

で80-120掛のものを20~30%作るのが目標であるO

これは大珠、中珠養殖が盛んになってきたからで、一例では従来2.5分のも

のでは29ヶ月で浜揚したが、優秀母貝と懐秀技術によって17~19ヶ月に短縮出

きた。又、 2.0~2.3分のものでは 16ヶ月から7~8ヶ月になってきている。

若年貝の方が巻きが良い事は既に明らかである。{旦しクリーム系統が多くな

る。

最近、更に悪くなり英虞湾では優秀母貝が出来なくなったので、母貝養嫡専

門の漁場を別に持つ様になった事で、従来、大業者がやっていたが、中業者も

やる様になってきた。

又、こういった母貝養殖が他県でも盛んになっている。

和歌山県(白浜) 大分県(入津)

(31年採首→33年6月)

7匁以上 50% 

7匁以下 50% 

(31年採苗→33年4月)

10匁以上 17% 

8-10匁 50%

8匁以下 33% 

-35-



2) 漁場の利用問題

品質低下を防ぐために、どの様に漁場を利用しているか。それは化粧巻漁場

の利用が高度になってきた事である。

三重の大珠生産の 66.3%………的失湾

17.3%'"・H ・..-志摩北部

で行われ、83.6%がこの海域で生産されている。

漁場による品質の差の一例をみると

33年度の漁場の分析 (色の判JjIJはアグメ鑑定器による)

多 徳!的 矢
ヒユ 刀リ --、i
ず Jレ 8.3 'i合 3.8 % 
ホワイト・ピンク 34.6 45.4 
ク 戸 ユみ 39.8 30.0 
イ コニ ロ 戸 1'1.3 20.8 

又、化粧巻漁場の巻きの速さをみると

的欠湾…… 7月以前作業で当年取揚可能のサイズ

1. 5~ 1. 8分

英虞湾…… グ 。
1. 1~ 1. 2分

真珠として、真珠層の厚さの最低値は O.4mm以上(佐藤氏の見解)といわ

れるが、これに要する日数をみると

的矢湾……5.5ヶ月 O.35mm以上 51. 5% 

O.35mm未満 48.5% 

英虞湾…… 14~15ヶ月 O.4mm以上 66 % 

O.4mm未満 34 % 

漁場問題の第2は地先水面の利用の問題である。最近では、ナイロシ吊(開

放養殖)が発達しているが、これは立体利用の代表的なものであるが、これが

巻きや成長を促進する事は明らかであるが、反面、環境悪化に拍車をかけたの

である。

又、垂下深度の季節調節を行っているのが特筆すべき事で、ータjを挙げれば

n
h
v
 

n〈
U



施 術 員 母 貝

4....，.，6月 2. 5-3. Om 1m以内

7-8月 5.0-6.0m 3m 
9月 2.5-3.0 1m内外

10月 1. 5-2. 0 

この様な調節をして奨死防止をなし、又、巻きを促進させている。

しかし乍ら最近では、こういった地先水面の深度調節の効果がなくなってき

た。乃ち、付近の利用しない層を利用する事の方が良くなり、この事は三重県

の漁場の生産力が限度にきており、科学的なことでも効果がない様になってし

まった事を証明している。

3) 技術問題

挿核技術については全業者が極力苦心しているが、とりわけ税核を少くする

事と不良翼珠を作らぬ事に関心がある。

一方、海事作業では、母貝仕立が最も大きな事で卵抜きを含んでいる。

最近、英虞湾の貝の活力が少くなってきたので母貝仕立に重点がおかれる様

になっている。特に卵抜後の養生に研究が行われているO 卵抜きも外洋水利用

が盛んになってきた。

第 2には貝掃除の動きである。乃ち全般に貝掃除の回数が少くなってきたと

同時に付蒼物も少くなっている。

貝掃除の一例(研究会とりまとめ)

2回 21.4% 
3 35. 7 
4 28.6 
5 3.5 
6 3.6 
7 7. 1 

幻



事務連絡協議会協議事項

真珠事業振興上の諸問題

(議長、調整第二課長)

提案 1. 冥珠養殖:事業の不況針策

について……三重県

( 1) 生産調整機能を充分発

揮するための「真珠養猫

事業法」及び「漁業法j

の改正について

(2) 冥珠母貝、核について

の生産調整と需給態勢の

整備について

(3) 生産者の体系づけられ

た組織の強化について

(4) 計画生産に見合った長

期資金の確保と受入態勢

の整備について

2. パイヤーに買い叩かれ、

単価安をまねいている.こ

の針策……徳島県

(国内では安価、輸出先で

は伎は下っていない様であ

る。粗悪品の買上げ、並び

に準示売制の実施により価

格統制をしてほしい)

議長:三重県から提案事項について

説明頂きたい。

(辻永課長説明)

議長:(1)の問題につき現在の朕況報

告を致します。これに関して

は莫珠振興会が、水産庁と協

議しているが、「漁業法」と「事

業法jをl本にする考えや、生

産制限を突破してもおさえる

方法がないので、真珠も大臣

免許にしたいという意見がみ

られる。

冥珠界は養殖丈の人や、加工、

輸出をしている人、養殖から

輸出迄する l貫メーカー迄の

3つの業態があり、各々意見

はまちまちである。

この問題を取り扱う「制度

調査会」の中には真珠の専門

家はいないから皆の意見を反

影さす事が必要と考える。

香川:調査会の漁業穫の扱いについ

ての大体の案を伺いたい。

議長:まず部会を設けて検討するの

であるが、まだ出ていない。

脇(三重):現在でも母貝業者が賃貸

の様な形で漁業権をもってい

るが、これをすっきりしたも

のにしたい。

議長:大臣免許についての意見如何

三重:仲々問題だ。

香川:一県の知事丈に任せば、規制

は出米ぬから大臣免許も結構

だが、方法につき研究が必要

である。

和歌山;大臣免許にするのも現在の

まLでも、半IJっきりとした枠

さえ示せば同じであるからか

えって繁雑になるだろう。

野本(三重):大臣免許にする根按は

如何。

議長:各県の知事の管括で勝手に生
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産増強に務めると計画生産が

出来ない。それ故、全体の股

況とにらみ合わせて免許を与

える方がよいというのが、あ

る業者の意見である。

平賀(三重):生産調整をやる場合は

「漁業法」でやるのは無理があ

り、あく迄「事業法」であるべ

きであるが如何。

議長:真珠といえども漁業だから、

この法律から外す事が出来る

かどうか?

平賀(三重):三重県では筏の登録の

時に条件制限をつけ、これ迄

にこれを発動したのが15軒位

ある。

議長:面積丈をきめると、数が多く

なり密殖になるので、面積と

共に筏数を制限するのがよい

のではないか。 l台当りの面

積で制限するのも 1つの方法

である。

愛媛:三重では条件制限をつけてい

るが、漁場により種々異り、

又、密殖の場合もどこに基準

をおいてよいのか判らない。

三重県が15軒の規制を行った

根擦を御伺いしたい。

平賀(三重):生産調整でなく、筏の

登録による規制が出来ない人

達があったので、強引にこの

方法をとったのである。

坪数による規制としては、一

般的に珠を作るi魚、場では60坪

をきらない事で!あるが、実際

には免許面積丈で算定するの

は無理であり、関係海域の商

積で算出するのがよいと思い

250坪をl台当りの基準面積と

した。これにより、関係面積

を割ると 7万台という数字に

なるので、これに近づく様に

規制している。

辻永f三重):三重県は苦しいのでこ

ういった方法をとったのであ

るから、他県ではこれを真似

する必要はない。

議長:では(2)の問題に移るが、母貝

核の調整は出来得る事てやある

カ~... 

高山(三重i:母貝、稚貝の全国的な

調整はどこか V中心になり、 j

i情報を交換出来る組織を考え

る事が 1つであり、各地で母

貝、稚貝が生産されても値段

が違うから価格調整も考えね

ばならぬ。

議長;とりまとめの場所、価格の調

整等どこでやるかについて如

何。

脇f三重):審議会の席上での意見で

あるが、母貝や稚貝の値段を

定め、需要と供給の窓口のl本

化を望みたい。その意味で今

春、母貝組合と全国真珠とで

話が進められたが、本年は実

現の段階に至らなかった。

香川1:私見ではあるが、一応全国の
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7、8割の生産をしている三重

県によってどうにでもなる

が、全国真珠漁協の組織を(四

国、九州)全国的に拡げて、取

り扱う様にしてほしい。各県

ではなくとも四国、中国、九

州という支部を設けてほしい

脇(三重);情報交換、需給の調整は

水産庁でやってほしい。価格

の調整も母貝養殖が進歩して

いるので、値段も従来の様に

大差はないように考えるので

同じ所でやってほしい。

議長:前二者は水産庁でも出来る

が、価格の点では、米でも米

価審議会があるから、水産庁

で値をきめる事は難かしい。

高山(三重):母貝の方はあく迄情報

交換をするにと Yめ、実際に

調整したいのは稚員について

Yあるから、これについてす

るのが良いのではないか。

価格調整をするなら、まず、

稚貝について安定させれば良

いと考える。

和歌山:従来迄三重から稚貝を移殖

していたが、本年の様に不作

の時はあわてる事もあるの

で、稚貝の段階では各府県が

連絡をとれば、相当調整が出

来るのではないか。

議長:(3)の問題に移りたい。

辻永(三重):現在の全国真珠は漁協

というより、商工組合的であ

る。それ故、生産業者の自主

的な力に頼る意味で、生産の

調整、生産資金の導入をする

組織を考えたい。生資は単協

に貸すというのであるから、

こういった漁協を作る事が望

ましい。

現在、各県で漁協を作り、そ

の上に全国連合会を作るとい

う事が言われているが、県に

より難かしい事もあろうと井

上専務が申しているが、各県

の意見を向いたい。

和歌山:現在の業者は漁協には全員

加入している。そして全ての

生産計画はなされている。

全国真珠に加入している者は

いるが、小さいものが入つで

も何の思恵もないのに高い出

資金をとられるから入りにく

い。それ故、連合会を作り、

下部の漁協が業務を代行する

方が共販が伸びて行くと思う。

愛媛:昭和26、7年頃に単協会f作った

が金を借る丈の為であったの

で事業が規道に乗らず、それ

以来、研究会を作り、いろい

ろな商に緊密化を計っている

ので、いつでも全国組織にの

りかえる事が出来る。

しかし、零細業者は喜ぶが、

大きい所では良い点ばかり利

用する事が考えられるので、

この封策としては国の方から
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押し付ける様にでもすればよ

いと思う。

長崎:漁協があるが、加入版況は全

員に至っていない。 02名ア

クトサイダーがいる)。

入らぬ人達は組合は大きな組

織の人達が入っているので、

例えば資金を借りる場合でも

大業者は借りたがらぬ様なこ

とがあり、もっと入りやすい

事業をやった上に於いて、全

国真珠に加入したいと言って

いる。

本間(水産庁):三重の言う体系づけ

られた……という体系はどの

屈に体系づけられたものが意

図されているのか。

辻永(三重):下部の単協の上に連合

会を{乍るという英然とした考

えであるが、何故作るかとい

えば、計画生産を達成さすた

めと(自主的な紘織でやる)、

農中の言う様に現在の全国真

珠は各資金の転貸をょうしな

いので、系統金融の転貸をす

る資金の導入態勢の上から組

織が必要と考えている。

現在の全国真珠では、地区別

に漁協(単協)を作り、その

上に全国真珠を作りたいとい

うが、漁連では意見が違って

いるのでいろいろ伺った上県

として調整したい。

議長:三重から提出された問題につ

き他に意見がないか。

本間来年度の計画生産数量をとり

まとめ発表する事になるが、

これにつき参考意見を伺いた

い。

和歌山:来年度の方針につき水産庁

の考を伺いたい。

議長 :2-3年の情勢をみて、遂次是

正をしながら計画を立てるよ

り方法がないだろうが、品質

の向上があればまだまだ輸出

が伸びるが、低下すればやは

り生産制限をせねばならぬ。

平賀(三重):計画生産のやり方だ

が、筏ではどうやらやれるが、

貝数では仲々巧くやれない。

本間:現在では生官数量は貝数で出

されるが、実際上数量目標に

見あった筑間擦によってする

より方法がないのではないだ

ろうか。水産庁としても何の

ための割当てか……と思うの

だが、この機会に一歩進まね

ばならないと思う。

佐藤(三重):核の方で規制する方法

はないだろうか。

本間:やってやれぬ事はない。しか

し、やる事がよいか、悪いか

Y問題だ。核のサイズと母貝

のサイズが関連してくるから

雨方が巧く合致して制限する

事が出来るかどうか、大変困

難である。

平賀(三重):貝の数を監視する事は
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不可能であり筏ならやる事が

出来る。しかし、筏の割当だ

けでも各県、皆異るからよく

考躍された上割当てして頂き

たい。

ちぢめられた筏に無理な事が

起るかもしれぬが、資金面で

考慮、してもらえばよい真珠を

作ろうとする意慾が高いから

心配ないと思う。

又、これ迄の様に発表が3月

では遅すぎ、人や金を手配し

ているから遅くとも 1月迄に

知らせて頂きたい。

議長:三重以外の場合は貝か筏かど

ちらで規制する方がよいか。

和歌山:ょうやく充実して養殖が出

来るという段階に至り、これ

から増やして行きたいと思う

ので、又、県としても生産を

増強したいので、幾分でも弾

力性のある貝の方がよい。

穂、患:貝の方がよい。そしてゆっく

りと漁場を使って蓑、殖したい。

筏も各県により大きさが呉る

ので筏数ではむじゅんがある。

香川1:三重から輸送してきたりする

が、 lつ1つ龍をあけて数える

事は困るので筏にして頂きた

い。 l湾1社という方針をとっ

ているので密殖になる心配は

ない。よい翼珠が沢山出来る

なら、それでよいのだから筏

にして欲しい。

議長:では徳島の提案2についてo

この問題には組織の問題が関

{系してくる。

小竹(徳島):毎月価格の変動がある

のは困る。

本間:値段の変動があるのは当然だ

小竹:同じものが安くなって行くの

はおかしい。

平安(三重):全国真珠が 1年で売っ

て返済せねばならぬので、値

段の変動があるのではないだ

ろうヵ、

本間:その点については農中とよく

話をしている。

議長:でわ本日はこの辺で終りにす

る。 (6時閉会)

研究会協議事項

真珠養殖に関する試験

研究上の問題について

(議長野本三重水試場長)

提案 1.筏 1台当りの適正面積の決

定についての資料があれば

承わりたい。………認島県

2.主要養殖漁場の真珠貝の成

長及び真珠品質の比較につ

いて………三重県

3.真珠養殖漁場における夏秋

季の異常潮による大量提死

とその針策について

・…三重県

議長:徳島県の提案については仲々

難かしい問題でもあり、三重
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県に於いてもやりにくいが、

いつかはやらねばならぬの

で、本年施行しているに付、

高山所長より発表してもらい

たい。

高山:適正面積については、手のつ

けられぬのが現段である。

しかし、現在水試と共同で行

っているのは、懸i器物賀の分

布を調べると共に試験養摘を

行い、雨方から適正密度を算

出するもので、この結果をみ

た上、発表する事に致したい。

しかし各漁場によって条件も

違うので l台当り何坪という

事は言い難いのではないか。

それ故、各々で適正密度を算

出する試験を行った上決定せ

ねば方法がない。現実の問題

としては、その付近の股態、を

みて考えるより仕方がなく、

具体的な報告が出来ないのが

残念である。

議長:参考迄に佐藤さんのカキの場

合を発表して頂きたい。

佐藤(三重):白石湖でカキの養殖を

ゃったが(12万坪)最初はよか

ったので 200台を越えると悪

くなった。最近では 130台に

なっている。

カキの場合とアコヤとでは相

当異っているが、1つの水域の

生産量は算出する事が出来る

と思う。

脇(三重): 3年前から貝数の制限を

しているが (200万倍)貝数が

直ちに成績に影響する。

内瀬浦は18万坪であり内、区

画免許は69，500坪で、200万個

が限度であるから筏数 (602

台)から算出すれば全湾では

1台当3∞坪、免許面積では105

坪が適正密度となっている。

小竹(徳島):徳島では業者の浜揚時

期に水試に連絡して立合い、

調べる事にしているが、悪い

漁場ではクリーム、グリーシ

が多い様であるO

それ故、色調からみて漁場の

良否をみる事が出きるのでは

ないか。

高山:一つの見方としては非常に面

白いと思う。

木村(三重):その年の歩留りが何割

かという事は年により大きな

変動があると思う。それ故、

毎年の浜揚割合をみれば、適

正密度も出るのではないか、

これを方々でやれば 1つの結

果が出るだろう。

太田(菌研):三重の提案も含めて協

議願いたい。

議長:三重では試験養殖をしてお

り、既に愛媛とも交換してい

るが、全国的な試験養殖につ

いては如何。

高山:三重、大分、愛媛では既にや

っているので残る所、乃ち、
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内海、長崎、日本海等もやっ

ていた Yくとよいと思う。

小竹:母貝を交換した上、挿核して

試験した方が判っきりと差が

出る様である。

議民:それでは、この問題はよく判

ったので三重水試と国研とで

協議の上書面で報告する。

木村(三重): (3)について説明

高山:他県ではあまりないと思うが

態本などでは一部出ているの

で、各県でこういった現象が

出た時に情報交換をし合つて

はどうか。

議長:艶死問題を研究しているので

研究所に連絡してはどうか。

高山:九州では大村支所に連絡して

頂き、同時に本所にもお願い

したい。

議民:まだ全国的ではないので、こ

ういった事がない事を望みた

いが、もし起った場合は国研

に連絡して頂くことにして、

あちこちで起る様であれば分

科会でも設けて研究する事に

する。

小竹徳、島沿岸に水の表面に糸状の

(lOcm位)ものが大量に発生

し、底曳の網も切れてしまう

ので休業している位である。

その生物は透明であり、水面

からや q莱い所迄に分布し、

春と秋に発生し、今年は特に

著しい。これは和歌山、香川、

福島、岡山等の沿岸にみられ

るらしいが、真珠に底接影響

があるかどうか、こういった

現象に付解明願いたい。

佐藤:藍藻の一種であろう、現物を

送って頂いたら調べてみる。

議長:静岡では放射線を当てる実験

をされているが簡単に説明願

いたい。

原因(静岡):最初は卵抜きが困難な

所から、放射線でやってみて

はどうかと思って遺伝研でガ

ンマ一線をかけてみた。

この実験に先立ち放射線に封

するアコヤガイの感受性と巻

きに及ぼす影響を調べてみた

X線では16，000レントグシ迄

かけても緊死しなかったので

相当強い事がうかがえる。

巻きでは撃す照よりも巻きが厚

かった。

x x x 

議長(調二課長):昨日の協議事項に

ついて引続いて検討する事に

したい。

1の(2)の母貝、稚貝の調整問

題に関しては相当難かしい

が、主として生産県が主にな

って調整をとらねばならな

い。それ故、主要生産県の方

々に他日東京に集まって頂き

別途協議したいと思う。

2番目に施術数量目標につい

てはl月中匂頃に欲しい(三重
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県)という意見があったが「事

業法Jの規則では審議会を開

かねばならぬので、そのため

には計画をなるべく早く出し

てもらいたい。

12月25日迄に出してもらうと

l月中匂には聞に合わない

カ~... . 

平賀(三重);水産庁に出すのは形式

的だろうからむしろ、水産庁

の方から大体を示してもらい

提出すると簡単であるO

本間:それは順序からすると逆だ

し、そうすれば困る県もあろ

う。

議長・割当を筏でやってほしい(三

重、香川1)というが、現在で

は施術数量という事になって

いるから、貝の数量と筏数の

南面できめて行きたい。

長崎:来年の母貝仕立はもうすんだ

から、自分の所は急ぐ必要は

ない。

本間:長崎はすんだ…ーといわれる

が、それならば来年の数量制

限を無視されているのでわな

いか。むしろ、手持数量に計

画生産を当てはめる様に思え

るが・・・・・・・-

愛媛:従来通り貝数でよい。箆台数

の登録は難点がある。やはり

三重と同じく早い方がよい。

密島:次年度の計画はしているが、

なるべく平日にしてI員くとよ

い。筏で規制するより貝でし

て頂きたい。

議長.それでは提出期限を 1ヶ月早

めて11月25日にする。

本間:母貝の手持量や使用可能量が

基慌になるから、特に綿密に

願いたい。

議長:協議会は真珠について従来な

かったが、こういったものを

毎年続けて行くかどうかにつ

き意見を伺いたい。

野本(三重);非常に結構だが、やり

方を検討して欲しい。行政聞

と技術面を合わせるか、分離

するか、又時期の問題等……

高山:行政関係は会議で全般的に明

るい人が多いが、技術関係の

人は一般事情に明るくない。

それ故、爾方を切り離しては

考えられぬから、今後特色を

もって南方一絡にして行きた

い。

議長:やるとすれば何処でやるか。

平賀真珠の生産県、研究所のある

三重、長崎でやってほしい。

時期はその年の養殖の結果が

判る。もう少し遅い時期(l月

以降)にして欲しい。

小竹;1 ij三l田だから研究所主体にし

てほしい。

時期はやはり主産県の実肢を

みたいから今頃が最もよい。

野本:ノリと兼ねている所もあるか

ら出来れば潮時も考えてほし
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い。 1/ 技師平賀太芳雄

本間:出来れば計画生産の実施吠況 1/ 1/ 竹田 豊

をみせてもらう意味で各県持
1/ 1/ 山 下 俊 夫

廻りとしたい。
三重県水産試験場 場長野本一郎

太田:最近、他県でも盛んだから出 " 技師木村三郎

1/ 11 山口 昇
てもよい。

11 1/ 関 政夫
議長:行政と技術を一緒にする事は

" 1/ 柴原競計
日程の関係で無理ではないか

11 1/ 福島菊犬
各県:i菊方 I本の方がよい。 1/ 1/ 前川徳昭

議長:それでは会期は 3日間位で、 神奈川県水産課 技師金杉佐一

行政、技術1本でやる事にし、 。水産試験場 。井上 正 昭

会議の名称、は「真珠養殖連絡 石川県水産課 1/ 大 山 岩 雄

協議会」という事で続けた 福井県水産課 1/ 今 井 秀 夫

い。時期は養殖を実施してい 静岡県水産課 1/ 相撲 泰

る適当な時に定める。
。水産試験場 1/ 原田雄四郎

場所は主として三重、長崎と
滋賀県水産課 1/ 末宮 予守樹

1/ 。 1/ 橋詰弥一郎
国研の所在地で行い3年に1回

水産試験場 水本三朗11 It 
位は他県にて行う事にし、次

京都府水産課 技師三浦欽治
回は長崎で開催する事に決定

兵庫県水産課 身 福井源治
する。 (6時間会)

和歌山県水産課 1/ 藤 岡 亮 三

11 11 1/ 久 保 紀 元

会議出席者 11 水産試験場 1/ 清 水 昭 治

水産庁漁業調整第二課課長菊地荘弥
広島県水産課 1/ 古}Ij宇三郎

均 技宮本間昭郎
9 水産試験場 身 吉野 健 三

全国;真珠漁業協同組合専務井上 最
山口県水産課 1/ 有 馬 良 雄

It 白井祥平
徳島県水産試験場 1/ 小竹子之助

三重県真組珠合貝養殖漁
香川県水産課 1/ 三校孝之

言葉協同 合組合長 脇 専一
愛媛県水産課 1/ 渡辺 正 雄

的矢湾養蝦研究所所長 佐藤忠勇 1/ 11 11 成能 手口孝

国立真珠研究所 所長 高山活夫 。水産試験場 It 西口一夫

11 研究課長太田 繁 高知県水産課 。栗田文雄

H 庶 務課長永村清吉 。水産試験場 It 三好 勝

1/ 他 験 員 福岡県水産試験場 1/ 大限 辿

三重県荷主水産部 部長田川亮三 佐賀県水産課 11 中村展男

1/ 水 産課長辻永勝明 長崎県水産課 1/ 松 雪 和 義

ハ
0

8

“鳴



勇

貞雄

瀬戸口

世古

Ii 鹿児島県水産試験場

三重県度会海区
漁調委事務局

綱

志

彦

忠

孝

邦

村

田

野

野
石
青
山

Ii 

Ii 

11 

熊本県水産試験場

大分県水産課

宮崎県水産試験場

東京、神戸の真珠検査所で扱われる不合格真珠の最高基準が新たに

作られ12月 l臼以降実施される事になった。それによれば従来よりも

高くなり海外への粗悪真珠の輸出を更に防ぐ事になっているO 参考迄

にその価格を記してみると

A) 連(ネックレース、

5匁以下

5~8匁

8匁以上

パラ珠(無穴)

5ミリ以下

5~8 ミリ

8ミリ以上

(雨穴、片穴)

(兄、Y:.)

輸出不合格基準の上昇

(匁当り)

( // ) 

( // ) 

205円

234円

288円

等カヨナ

H 

。
// 

。

，t
、，，‘、、r，、，，
a

、，
I
、

90円
126円

162円

180円

180円

B) 

。，c) 

D) 。// 

別記の如く輸出最低値の上昇により不合格基準が高くなったが、浜

揚珠を扱う全国真珠としては組合員の出品に当分し

1. クズ珠ばかりを出品する者、及び

2. 加工業者が選りかすを出す場合はマークする。

3. 漂白したものは受付けない。それらしい物は物質鑑定器にかけ

て盤光により判別する。

プラスチック核又はドプ貝核使用外の真珠は受付けない。この

場合は販売、加工されてから判別されるが、出品者は調べ得る

ので直ちに返却し氏名を発表する。

核染め及び浜揚後の染色処理を施したものは受付けない。

全国真珠の出品受付

4. 
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6. 匁当り 10円未満 (8ミリ以上では15円未満)の真珠は買取の封

照にしない。但し、税務上必要な場合は Oとして受付ける。

以とは従来迄も見らわしたが、今後増加する傾向にあるので明示したも

のである。

又、最近多くなった、薄巻珠、の極端なものやもクズ珠、、乃ち愉

出不適格品の最高値をー惑に匁当り20円に評価する事を決定した。

立神真珠組合の警告

昭和33年10月7日

組 合 員殿

立神J'{珠養殖組合

前略

掠て先般、全国真珠養嫡漁協組合よりプラスチックその他の製品に

よる核(従来のドプ良から作った核以外のもの)を使用した真珠は取

扱わない旨通知がありました事は皆様既に御承知の事ですが、当地区

でもその問題のプラスチック核を使用しておられる業者があるよう御

聞き致しますので万ーにもその浜揚莫珠が出荷されました場合、その

出品者に釘し経費の負担はもとより現品も返戻され、損害金も徴収さ

れますことは勿論ですが、ひいては立神産真珠の信用にか Lわります

ことですから当地区からは右のような核を使用した真珠は l匁も出荷

のないよう、お互いに自覚をしていた Yきまして、そのような浜揚真

珠は適当なる御処分をお願いいたします。

S 
E 
E 
E 
S 
S 
E 
E 
S 
E 
s 
s 
a 
g 
a s 、豆、、

I I 
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33年 8月下期水温
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9月上期の概況

(水温〉

水温分布は
Om oc 2m oc 5m oc 

英虞湾 29~26 28~26 27~25 
的矢湾以北 28~25 27~24 25~23 
li ケ所湾 29~27 28~26 28~26 
南島 28~25 2'7~26 27~25 
紀十1'1 29~26 28~26 27~25 
表層では 8月下期より l

O

C内外抵ド
してきたが、2m及び5m摺では8月下期
に比べてや L 尚 I~I である。一般に変化
~'Ì少いが表摺及び 2m隠では 10 日前後
に 1~20C j¥当くなっている。これはこ

の期が天候に窓まれ各地とも 5~ 10 El 
頃気温300

C前後を示しているので、こ
の影響と考えられる。 5mJ告では月始
めから月半ばに向ってゆるやかな下降

を見せている。
2m層における最高、最低を比較する

と次のとおり。

最高 29.8
0
C神萌(真和) 9日33年

29.00C )十回(党問) 32年
最低 22.50C坂手(// ) 12臼33年

14.8
0
C磯 (中村) 32年

昨年に比べて各地点とも2~30C 高
田で、8月下期が前年より低闘であった

のに到して逆の現象で、 32年が高7Ki誌
の出現により低下も急、カーブを描いた
のに釣し、本王手は著しい雨水温がなか
ったので水混低下も徐々に進んでいる

ものと考えられる。

(比重〉
各地点とも 1~5頃に低比重が見られ

る。これは 8月261ヨの台風17号の務担3

であろう。

その後vi徐々に回復しており、水温
の点でもふれたように気混の上昇に伴
い1O~15日にかけて高比重が出てきて
いる。
2m間における最高、最低次のとおり

最高 26.04 長島(東)13日33年
25.70 片田(党問) 32年

最抵 15.00 桃取(党問) 33年
9.50 桃取(党問) 32年

No. 地 区

1 担事 E巴

2 越 資

6 布 施 回

7 片 回

10 間 1日5

13 ち打 明

16 多 慾

17 迫 子

18 次ー 長3

19 神 明

31 坂、 手

32 桃 I佼

33 鏡 f許j

35 員甘 矢

36 三ケ所

42 迫 肝耳

44 車禁

52 開 千雪

53 フJ )ll3 

55 村1 日1)

56 古 手1日

61 長 島

69 長島名ft

68 ブL 鬼

71 白 i兵

33年 9月上期

7.K 温

士也 占 平 均 最高 最 低

o m 2m 5m 底 2m 2 m 

111本菊男 27.0 26.0 25.2 26.5 25.2 
井上物産 27.6 27.0 25.8 25. 2 27.6 26.5 

1菊 勢 28.6 28.1 27.6 28.8 26.8 

党 E日 28.5 28.3 26.6 24.4 28.8 27.4 

正} ?古 27.7 27.2 26.5 28.5 27.2 

r~ 手話 28.6 28.9 27.8 2ヨ.8 27.5 
御 木 本 27.2 27.3 26.8 27.8 26.9 
官 ごと 28.2 27.4 26.9 26.2 27.8 26.9 

7.K 試 27.7 27. 0 26.4 25.5 27. 6 25.3 

IL! fJl号 28.4 27.8 2o.2 25.2 28.3 27.2 
'!!うま[ 回 25.0 24.2 24.1 26.0 22.5 

11 26.3 25.6 24.2 23. 5 26.5 24.9 

共 栄 26.8 25.2 27.0 24.0 

佼 iL9i 27.0 25.4 24.0 23.2 27.4 23. 7 
官 士 27.5 25.8 24. 4 24. 0 27.8 24.6 

~t 村 28.2 27.6 27.2 26. 8 28.5 ! 26.9 

"1" 主主 27.8 27.3 

3ミ 和 27.6 27. 2 26. 9 28.4 26.4 
村 回 27.5 26. 7 26.4 27.3 26.0 

2古 間 27.1 26. 4 25.8 25.6 27.2 25.6 
南 勢 26.5 26.6 26.3 25.1 訂.4 25.9 

五E 28.6 27.2 26. 5 26.5 27.9 26. 7 
新 うE 27.2 26.4 25. 9 25.3 26.9 25.5 
i気l 協 26.5 26.1 25. 7 25.1 26.8 25.0 
刃C 洋 28.6 28. 5 28. 2 27.8 29.2 27.9 

比 重

工F 土勾 最高 最 低 気温 透明度 水深 告白 ヨ毛

Om 2 m 5m 底 2m 2 m 

21.55 22.印 23.95 24.70 19.20 8.9 
20.33 21.63 23.80 23.62 23.07 18.56 28.6 
20.17 22.26 24.49 23.24 20. 72 28.2 47.1 

19.60 21.40 22.70 24.10 22.90 19. 70 23.2 7. 7 11 
2].10 22. 17 23.83 24. 29 21. 12 29.6 5.0 12日欠測

16.80 22.00 23.10 23.30 21).30 24. 7 4.0 一 7-8.10-11日欠浪Ij

19.99 21.38 22. 53 22.28 20. 71 29.4 6-7.9-14 1; 

2].81 23. 14 24.22 24.47 27.80 26.90 28.9 6.8 一 5.12.15日 11 

21. 23 21.66 . 23.73 24.48 23.03 20.43 28.1 5.4 10 7.13-15日 1; 

18.30 21.30 23.70 24.20 22.40 19.80 28. 7 

20.30 20.20 20.30 21.90 19.00 27.9 2.8 4.0 1-2日 11 

17.70 18.40 21.10 22.00 2].90 15.∞ 27.6 3. 9 10.0 6-7. n-15 El 1; 

17.68 20.45 一 21.75 19.62 29. 1 4. 0 一

20.30 21.90 23.30 23.90 23.20 20.40 29. 7 6. 0 8 5日欠iJ!IJ

17.60 19.80 21.40 22.60 23.00 18.∞ 27.8 5. 9 一 5. 15日欠測

20.29 20.42 2].05 21.35 21.59 18.74 28.3 5. 6 一 1日欠測

17.13 19. 11 21.50 15.50 29.4 一

19.90 22.50 23.10 23.40 21. 10 28. 1 6.2 一

22.90 23.30 23.40 24.60 18.30 29.0 11.3 7日欠iJ!IJ

22.60 23.70 23.30 23.40 23.60 22. 70 27.8 8. 0 9.0 

一 28.5 11.6 一 比三重の値?

22.21 24.60 24.92 24.92 25.3 2.3 1.15日欠浪IJ

21. 52 23.56 24.07 24.20 24.00 20.凶 28. 1 8.2 7日欠誤IJ

22.59 23.46 23.62 23.86 23.89 22.90 30.4 9. 0 18.0 1-3.14-15日欠浪IJ

17.98 18.29 18.38 18.53 18.52 17.85 28.0 7.2 9.0 







I司 I~J I習 iEli
1 0 今般は「全国真珠連絡協議会」の記事を取り扱ったので、投稿頂

いたものは次号・に廻しましたので御了不願います。<

~ 0 8 n発行の第四号は四、五合併号であり、表紙を訂正するのを

z 忘れました事を御詫び致します。-

; o 発足以来、会員が増える一方ですが再臨忍と会費徴収の徹底の ; 

= ために近く会員の名簿整理(ハガキ連絡による)を行いますの

; で、継続される方はこの際、未払分及び33年後期の会費を納入

下さる様お願い致します。 (S)

昭和 33年 11月 1日発行

第 3巻第7号会報 (非売品)

(通巻第16~})

編集者自 井 格

三重県伊勢市岩淵町84番地ノ2
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電話(伊勢局代表)41471時

三重県伊勢市岩淵町140
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